
　
日
本
の
外
国
人
登
録
者
数
は
約
２

７
３
万
人（
平
成
30
年
12
月
末
）と

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
内
で
働

く
外
国
人
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
外
国
人
住
民
の
増
加
が
予
想
さ

れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
日
本
の
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
外
国
人

住
民
施
策
は
一
部
の
地
方
公
共
団
体

の
み
な
ら
ず
全
国
的
な
課
題
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
籍
や

民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
互
い
の

文
化
的
差
異
を
認
め
合
い
、
地
域
社

会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い

く
「
多
文
化
共
生
」
の
地
域
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。　

　
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
高

梁
市
に
暮
ら
し
て
い
る
外
国
人
の
思

い
や
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考

と
す
る
た
め
、
１
月
27
日
に
市
長
と

市
内
居
住
の
外
国
人
と
の
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
の
現
状
や

関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
０
８

特
集 国を越えて 交流するために

高梁市長　　近
こんどう

藤  隆
たかのり

則
吉備国際大学 社会科学部

レー グェン キュー カンさん（ベトナム）

吉備国際大学 社会研究学科
（高梁保育園 臨時保育補助員）

シャシカ ジーワニーさん（スリランカ）

きいろい台所（カレーライスの移動販売） 店主

プン ジェイ バハドゥールさん（ネパール）

吉備国際大学 社会科学部

ドゥイ  ウィチャクソノさん（インドネシア）

マイコー株式会社　技能実習生

レイ テイ トウ ハアさん（ベトナム）

高梁市国際交流員

ファルジア アナイスさん（フランス）

日本人の妻

小
お だ ぎ り

田切 カルメンさん（ブラジル）

　
高
梁
市
国
際
交
流
協
議
会

　
高
梁
市
国
際
交
流
協
議
会
は
、
国
際

姉
妹
都
市
で
あ
る
米
オ
ハ
イ
オ
州
ト
ロ

イ
市
や
、
教
育
交
流
協
定
を
締
結
し
て

い
る
仏
リ
ヨ
ン
市
・
ア
ン
ペ
ー
ル
高
校

と
の
交
流
を
は
じ
め
、
異
文
化
理
解
や

多
文
化
共
生
に
関
す
る
講
座
の
開
催
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
個
人
・
団
体
な
ど
で
外
国
人

と
の
交
流
を
希
望
す
る
場
合
は
高
梁
市

国
際
交
流
会
議（
秘
書
広
報
課
☎（
21
）

０
２
０
８
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
地
域

の
国
際
化
へ
向
け
た
事
業
を
進
め
て
い

く
た
め
に
会
員
を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
通
訳
の
登
録
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員
１
０
０
０
円

　
　
　
　
法
人
会
員
５
０
０
０
円

2Ｒ2 (2020) ２月3 Ｒ2 (2020) ２月


